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INFOMATION

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名

　
　
　
　
　（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

本の紹介

　
宮
里
え
り
子
さ
ん（
69
）は
、書

道
を
始
め
て
35
年
。周
囲
の
人
達

の
綺
麗
な
字
に
魅
せ
ら
れ
て
、子

ど
も
の
入
学
を
機
に
一
緒
に
地

域
の
教
室
へ
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
作
り
の
き
っ
か

け
は
、先
生
と
の
や
り
取
り
の
中

で
心
境
に
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は

ま
る
言
葉
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
。

「
去
年
は
と
て
も
不
幸
な
こ
と
が

あ
り
苦
し
い
状
況
だ
っ
た
。筆
を

と
り
、書
く
時
だ
け
は
集
中
し
て

忘
れ
ら
れ
た
。救
い
だ
っ
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　
書
か
ら
色
々
と 

つ
な
が
る
　

こ
と
が
あ
る
と
い
う
宮
里
さ
ん
。

書
道
に
必
要
な
体
力
づ
く
り
の

た
め
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
る
と

言
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
コ
ー
ラ

ス
、語
学
と
精
力
的
に
活
動
し
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
表
紙
は
、『
出
会
い
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
』を
表
現
し
、
宮
里

さ
ん
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
素
敵

な
作
品
で
す
。

【写真中央】
日本電気株式会社 沖縄支店 販売店会「でいごの会」  
会長 天久 進 様
【写真左から2人目】
日本電気株式会社 沖縄支店　支店長 古矢 隆夫 様
【写真左から1人目】
日本電気株式会社 沖縄支店　仲里 智志 様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】本会 常務理事 嘉陽 孝治

▲でいごの会（日本電気株式会社沖縄支店販売店会）様（5.14）
【写真左から2人目】大城　元臣　様
【写真左から1人目】大城　弘子　様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】本会 常務理事 嘉陽 孝治

▲大城元臣様・弘子様（4.28）

改
め
て
過
去
１
年
間
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
た
７
月
号
。前
を
見

て
ひ
た
す
ら
走
る
の
も
い

い
け
ど
、
と
き
に
振
り
返
っ

て
足
元
を
見
な
が
ら
、ま
た

一歩
を
踏
み
出
す
こ
と
も
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

編集
後記

※

本
会
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。詳
し

く
は
総
務
企
画
部
ま
で

● 株式会社日本パブリックリレーションズ研究所  様
（絵本作家：加藤志異  様）

表紙の作品
 作品名 
「人生は深い縁の不思議な出会い」

作成者 :宮里  えり子 さん
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御
寄
附
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

沖縄県社会福祉協議会　令和２年度　
事業概要・資金収支決算書（概要）
沖縄県共同募金会　令和２年度
事業概要・資金収支決算書（概要）
社協の事業・組織基盤強化に向けて
報告書を作成、自然災害発生時における
災害ボランティア支援に関する協定を締結
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沖縄県福祉人材研修センターで実施する貸付制度のご案内
～介護職員や保育士を目指す皆さんを応援します～
苦情・相談129 件「サービス内容」が約 8割～
福祉サービス運営適正化委員会活動状況  他
新型コロナウイルス感染拡大に伴う生活福祉資金
特例貸付（8月末まで受付延長）
インフォメーション、寄付者芳名、表紙の作者の
ご紹介  他

作品名：「人生は深い縁の不思議な出会い」（いきいき！かりゆし美術展 【特別展】出品作品）
作成者：宮里　えり子さん（浦添市）
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令
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２
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名

万引き依存症 著　者 ： 斉藤　章佳

　日本人が現代社会で抱えているさまざまな問題。ストレスや性別役割分業、超
高齢化社会、親子関係の問題から起きる摂食障害など。「万引き依存症」は現代
人だからこそ陥る病気であり、だからこそ、誰ひとりして「自分は絶対にならな
い」とは言えません。自分が、親が、妻や夫が、子どもがいつなるかもしれない「万
引き依存症」は、そんな現代病です。早期発見、早期治療は自分や家族のためで
あり、引いては社会のためにもなります。毎日のように盗む人たちの実態、被害
のリアル、そこから家族とともに回復するための道すじがつづられた一冊です。

大
同
火
災
海
上
保
険
労
働
組

合 

様
学
校
法
人
松
正
学
園
沖
縄
統

合
医
療
学
院 

様

株
式
会
社
御
菓
子
御
殿 

様

沖
縄
ガ
ス
株
式
会
社 

様

瑞
泉
酒
造
株
式
会
社 

様

株
式
会
社
萬
裕
商
事 

様

琉
球
産
経
株
式
会
社 

様

29
期 

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

木
曜
日
コ
ー
ス 

陶
芸
ク
ラ

ブ 

様
沖
縄
県
軍
用
地
等 

地
主
会

連
合
会 

様

古
波
津
家 

皆
様

沖
縄
明
治
乳
業
株
式
会
社 

様

第
一
三
共
株
式
会
社
グ
ル
ー

プ
社
員 

皆
様

四
国
団
扇
株
式
会
社 

様

旭
潜
研
株
式
会
社 

様

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
撲 

様

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
19
期
い

き
い
き
ク
ラ
ス 

様

稲
葉
智
枝
子 

様

合
資
会
社
沖
縄
実
業 

様

公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会 

様

福
山
グ
ル
ー
プ 

様

沖
縄
タ
オ
ル
工
業
株
式
会
社 

様

株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き 

様

一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
電
気

管
工
事
業
協
会
青
年
部
会 

様

日
本
ペ
イ
ン
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社 

様

照
屋
電
気
工
事
株
式
会
社 

様

沖
縄
生
麺
協
同
組
合 

様

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

沖
縄
支
社 

様

お
き
で
ん
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
互
助
会 

様

糸
嶺
篤
秀 

様

株
式
会
社
サ
ン
レ
ー 

様

沖
縄
食
糧
株
式
会
社 

様

生
命
保
険
協
会
沖
縄
県
協
会 

様

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社 

様

株
式
会
社ASO

VIVA 

様

ハ
イ
サ
イ
探
偵
団 

様

拓
伸
会（
拓
南
グ
ル
ー
プ
） 

様

親
川  

久
子 

様

沖
縄
ガ
ス
株
式
会
社 

様

公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会 

様

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合  

ユ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

様

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
沖
縄
支
店 

様

一
般
財
団
法
人
那
覇
市
垣
花

奉
頌
会 

様

公
益
社
団
法
人
那
覇
法
人
会 

様・同
会
女
性
部
会 

様

株
式
会
社
ニ
ッ
シ
ン
ハ
ウ
ジ

ン
グ 

様

株
式
会
社FirstLine 

様

沖
縄
ト
ヨ
ペッ
ト
株
式
会
社 

様

沖
縄
県
遊
技
業
協
同
組
合 

様

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国

こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー

む
す
び
え 

様

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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共
同
募
金
運
動
の
実
施

　戸
別
募
金
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一

方
、企
業・団
体
の
法
人
募
金
の
伸
び

に
よ
っ
て
初
め
て
戸
別
募
金
を
上
回

り
ま
し
た
が
、結
果
と
し
て
全
体
で

は
昨
年
度
に
比
べ
約
9
2
0
万
円
余

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　集
め
ら
れ
た
寄
付
金
か
ら
、広
域
施

設
団
体
の
事
業
へ
2
千
4
8
6
万
円

余
、41
市
町
村
の
地
域
福
祉
事
業
と
し

て
1
億
1
0
4
万
9
千
円
余
の
配
分

が
内
定
し
、5
千
3
1
万
円
余
は
共
同

募
金
運
動
経
費
、災
害
等
準
備
金
な
ど

に
充
て
ら
れ
ま
す
。（
表
２
）

　県
共
同
募
金
会
で
は
、子
ど
も
の

学
び
と
育
ち
を
支
え
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
琉
球
新
報
社
と
協
働
で「
り

ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
」

へ
寄
付
を
募
り
、1
6
5
0
千
円
余

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。平
成
27
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
以
来
、過
去
最
高

の
募
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　集
め
ら
れ
た
募
金
は
、子
ど
も

の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
や
児
童
養
護
施
設
等
43
団
体

へ
の
助
成
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
浦
添
市
で
は
、住
民
主
体

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
推

進
を
目
的
に「
し
わ
ー・ね
ー
び
ら

ん
ど
〜
募
金
」に
取
り
組
み
、93
万

余
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、前
年
度

実
績
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

（
表
3
）

テ
ー
マ
型
募
金

　12
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
、「
つ

な
が
り
さ
さ
え
あ
う
み
ん
な
の
地

域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
を
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
働
で
実
施
し

ま
し
た
。

　市
町
村
で
の
募
金
額
は
、5
千

６
４
８
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　県
域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
で
の
募
金
額
は
５
５
９
万

円
余
と
な
り
ま
し
た
。（
表
４
）

　集
め
ら
れ
た
浄
財
は
、市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
地

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

域
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
や
、離
島
町
村
の
要
援
護
世
帯

へ
義
援
金
と
し
て
配
分
し
た
ほ

か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
へ
歳
末
の
行

事
費
と
し
て
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

▲クリスマス会の様子（はずき会）

　平
成
28
年
度
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
及
び
令
和
2
年
7
月
に
九
州

か
ら
東
北
地
方
の
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
被
害
を
出
し
た
大
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
に
県
内
市
町

村
共
募
と
と
も
に
義
援
金
を
募
集

し
、各
被
災
県
の
共
同
募
金
会
へ

送
金
し
ま
し
た
。（
表
５
）ま
た
、令

和
2
年
豪
雨
災
害
で
は
、全
国
14

都
県
3
9
1
市
区
町
村
に
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
が
、特

に
被
害
が
大
き
か
っ
た
熊
本
県
に

災
害
た
す
け
あ
い
義
援
金

運
動
の
実
施

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
っ
て
、県
内
で
も
生

活
の
困
窮
や
孤
立・孤
独
、心
身
の

不
調
等
が
問
題
と
な
る
一
方
、

N
P
O
な
ど
に
よ
る
様
々
な
支
援

の
取
組
が
広
が
り
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、令

和
2
年
5
月
以
降
、全
国
の
共
同

募
金
会
と
協
働
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
、本
会
で
は
令
和
3

年
1
月
ま
で
の
6
次
に
わ
た
り
、

子
ど
も
食
堂
や
食
材
・
日
用
品
配

布
、外
国
人
支
援
等
を
行
う
延
べ

69
団
体
へ
、総
額
1
0
9
0
万
余

の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議

会
が
行
う
緊
急
小
口
資
金
等
特
例

貸
付
の
申
込
者
の
う
ち
、当
面
の

生
活
に
困
窮
を
き
た
し
て
い
る
世

帯
に
対
し
、貸
付
金
交
付
ま
で
の

生
活
費
と
し
て
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
進
達
を
受
け
て
、2
5
7

世
帯
へ
3
9
4
万
円
を
給
付
し
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
取
り
組
み

※実績報告及び決算報告などは本会のホームページでも公開しています。　https://www.okishakyo.or.jp/kyoubo/

収入の部
542,651,968円

支出の部
542,651,968円

赤い羽根募金収入
33.7%

地域歳末募金収入
10.4%

NHK歳末募金収入
1.0%

特定・指定寄付金等収入
28.7%

災害義援金収入
0.5%

積立資産取崩収入
0.7%

事業等収入
0.2%

その他の収入
6.1%

前期末支払資金残高
18.7%

赤い羽根募金
配分金支出
37.1%

地域歳末配分金支出
14.0%

NHK歳末配分金支出
1.4%

特定・指定寄付金
等支出
35.0%

緊急配分金・
災害義援金支出

1.5%

区域外配分金支出
0.3%

事業費・事務費支出
9.9%

中央分担金支出
0.4%

　令
和
2
年
10
月
〜
令
和
3
年
3
月

に
実
施
し
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
に
は
、1
億
6
千
5
6
5
万
余
の

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
表
1
）

　市
町
村
別
で
は
、目
標
達
成
が
21

市
町
村
と
昨
年
度（
令
和
元
年
度
21

市
町
村
）と
同
様
で
、昨
年
度
実
績

を
上
回
っ
た
の
は
13
市
町
村（
令
和

元
年
度
21
市
町
村
）に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

設
置
さ
れ
た
12
ヶ
所
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
と

し
て
助
成
す
る
た
め
、災
害
等
準

備
金
の
一
部
を
取
崩
し
1
3
0
万

円
を
拠
出
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
共
同
募
金
会
　令
和
２
年
度
事
業
概
要

沖
縄
県
共
同
募
金
会
　令
和
２
年
度
事
業
概
要

積立資産・その他支出
0.4%

令和２年度 沖縄県共同募金会資金収支決算書（概要）

（表５）令和２年度災害義援金一覧（被災者見舞金）� （単位 : 円）

名称 送金先 県共募集約 市町村取扱※ 計

平成28年４月熊本地震義援金 熊本県共同募金会 100,000 0 100,000

令和２年７月豪雨災害義援金

中央共同募金会 2,374,695 0 2,374,695

岐阜県共同募金会 0 3,668 3,668

福岡県共同募金会 0 3,269 3,269

熊本県共同募金会 32,589 12,852 45,441

大分県共同募金会 42,297 4,337 46,634

鹿児島県共同募金会 25,725 4,190 29,915

合　計 2,575,306 28,316 2,603,622

( 単位 : 円 )
資金収支計算書

支　出 収　入
赤い羽根募金
配分金支出 160,814,317 赤い羽根募金

収入 183,101,268

地域歳末配分金
支出 60,810,912 地域歳末募金

収入 56,483,775

NHK 歳末配分金
支出 5,966,943 NHK 歳末募金

収入 5,591,438

特定・指定寄付金
等支出 151,972,897 特定・指定寄付金

等収入 155,683,915

緊急配分金・
災害義援金支出 6,321,622 災害義援金

収入 2,603,622

区域外配分金支出 1,300,000 事業等収入 1,064,147

中央分担金支出 1,843,491 その他の収入 33,200,393
事業費・事務費

支出 43,021,614 積立資産
取崩収入 3,688,000

積立資産支出・
その他支出 1,588,960

当期末支払資金
残高 109,011,212 前期末支払資金

残高 101,235,410

合　計 542,651,968 合　計 542,651,968

( 単位 : 円 )
事業活動収支計算書

費用（支出） 収益（収入）
赤い羽根募金
配分金費用 160,814,317 赤い羽根募金

収益 183,101,268

地域歳末配分金
費用 60,810,912 地域歳末募金

収益 56,483,775

NHK 歳末配分金
費用 5,966,943 NHK 歳末募金

収益 5,591,438

特定・指定寄付金
等費用 151,972,897 特定・指定寄付金

等収益 155,683,915

災害義援金費用 2,603,622 災害義援金収益 2,603,622

区域外配分金費用 1,300,000 災害等準備金取崩
収益 1,300,000

緊急配分金 3,718,000 事業等収益等 1,008,000
事業費・事務費等 48,209,215 その他の収益 33,032,397

減価償却費 285,374 緊急配分金積立金
取崩額 3,718,000

災害等準備金繰入 10,089,948 受取利息配当金
等収益 1,028,475

次期繰越活動
増減差額 62,987,087 前期繰越活動

増減差額 65,207,425

合　計 508,758,315 合　計 508,758,315

( 単位 : 円 )

貸借対照表

資産の部 負債の部

流動資産 378,251,954 流動負債 316,489,101

固定負債 11,360,088

固定資産 純資産の部

基本財産 3,000,000 基本金 300,000

その他の
固定資産 79,540,335 その他の

積立金 69,656,013

次期繰越活
動収支差額 62,987,087

合　計 460,792,289 合　計 460,792,289

（表１）令和２年度赤い羽根共同募金募金（一般）実績内訳 （単位 : 円）

募金内訳 令和２年度
目標額

令和２年度
実績額 達成率 令和元年度

実績額
対前年度
比較増減

市町村
一般募金 200,648,000 152,289,407 75.9% 161,880,003 ▲ 9,590,596

県共募
取扱 13,367,519 12,980,732 386,787

合　計 200,648,000 165,656,926 82.6% 174,860,735 ▲ 9,203,809

（表３）令和２年度テーマ型募金実績一覧� 募金期間 : 令和３年１月〜３月（単位 : 円）

募金種別 目標額 募金実績額 令和１年度
募金額 前年比差額

りゅうちゃん
子どもの希望募金 6,000,000 16,504,592 7,065,544 9,439,048

浦添市
テーマ型 500,000 939,750 237,386 702,364

合　計 6,500,000 17,444,342 7,302,930 10,141,412

（表４）令和２年度歳末たすけあい募金実績額� 募金期間 : 令和２年 12 月（単位 : 円）

募金種別 目標額 募金実績額 令和１年度
募金額 前年比差額

市町村歳末
たすけあい募金 65,718,000 56,483,775 54,249,310 2,234,465

NHK歳末
たすけあい募金 6,000,000 5,591,438 4,974,617 616,821

合　計 71,718,000 62,075,213 59,223,927 2,851,286

（表２）令和２年度一般募金配分内訳表（令和３年度事業） （単位 : 円）

区分 計画額
（目標）

配分内定額※
（令和３年度事業） 配分割合

≪A配分≫（県域） 70,000,000 75,185,294
広域事業配分 20,032,000 24,866,000 14.1%
募金運動経費 13,617,000 14,964,000 8.5%
市町村事務費 12,000,000 12,000,000 6.8%

次年度運動積立金 16,000,000 16,000,000 9.1%
災害等準備金 8,351,000 7,355,294 4.2%

≪B配分≫（市町村）
市町村事業配分 130,648,000 101,049,553 57.3%
計 200,648,000 176,234,847 100.0%

※内定額には前年度配分返還金、災害準備金取崩し、預金利息を含んでいます。
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共
同
募
金
運
動
の
実
施

　戸
別
募
金
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一

方
、企
業・団
体
の
法
人
募
金
の
伸
び

に
よ
っ
て
初
め
て
戸
別
募
金
を
上
回

り
ま
し
た
が
、結
果
と
し
て
全
体
で

は
昨
年
度
に
比
べ
約
9
2
0
万
円
余

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　集
め
ら
れ
た
寄
付
金
か
ら
、広
域
施

設
団
体
の
事
業
へ
2
千
4
8
6
万
円

余
、41
市
町
村
の
地
域
福
祉
事
業
と
し

て
1
億
1
0
4
万
9
千
円
余
の
配
分

が
内
定
し
、5
千
3
1
万
円
余
は
共
同

募
金
運
動
経
費
、災
害
等
準
備
金
な
ど

に
充
て
ら
れ
ま
す
。（
表
２
）

　県
共
同
募
金
会
で
は
、子
ど
も
の

学
び
と
育
ち
を
支
え
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
琉
球
新
報
社
と
協
働
で「
り

ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
」

へ
寄
付
を
募
り
、1
6
5
0
千
円
余

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。平
成
27
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
以
来
、過
去
最
高

の
募
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　集
め
ら
れ
た
募
金
は
、子
ど
も

の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
や
児
童
養
護
施
設
等
43
団
体

へ
の
助
成
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
浦
添
市
で
は
、住
民
主
体

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
推

進
を
目
的
に「
し
わ
ー・ね
ー
び
ら

ん
ど
〜
募
金
」に
取
り
組
み
、93
万

余
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、前
年
度

実
績
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

（
表
3
）

テ
ー
マ
型
募
金

　12
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
、「
つ

な
が
り
さ
さ
え
あ
う
み
ん
な
の
地

域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
を
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
働
で
実
施
し

ま
し
た
。

　市
町
村
で
の
募
金
額
は
、5
千

６
４
８
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　県
域
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
で
の
募
金
額
は
５
５
９
万

円
余
と
な
り
ま
し
た
。（
表
４
）

　集
め
ら
れ
た
浄
財
は
、市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
地

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

域
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
や
、離
島
町
村
の
要
援
護
世
帯

へ
義
援
金
と
し
て
配
分
し
た
ほ

か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
へ
歳
末
の
行

事
費
と
し
て
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

▲クリスマス会の様子（はずき会）

　平
成
28
年
度
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
及
び
令
和
2
年
7
月
に
九
州

か
ら
東
北
地
方
の
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
被
害
を
出
し
た
大
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
に
県
内
市
町

村
共
募
と
と
も
に
義
援
金
を
募
集

し
、各
被
災
県
の
共
同
募
金
会
へ

送
金
し
ま
し
た
。（
表
５
）ま
た
、令

和
2
年
豪
雨
災
害
で
は
、全
国
14

都
県
3
9
1
市
区
町
村
に
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
が
、特

に
被
害
が
大
き
か
っ
た
熊
本
県
に

災
害
た
す
け
あ
い
義
援
金

運
動
の
実
施

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
っ
て
、県
内
で
も
生

活
の
困
窮
や
孤
立・孤
独
、心
身
の

不
調
等
が
問
題
と
な
る
一
方
、

N
P
O
な
ど
に
よ
る
様
々
な
支
援

の
取
組
が
広
が
り
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、令

和
2
年
5
月
以
降
、全
国
の
共
同

募
金
会
と
協
働
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
、本
会
で
は
令
和
3

年
1
月
ま
で
の
6
次
に
わ
た
り
、

子
ど
も
食
堂
や
食
材
・
日
用
品
配

布
、外
国
人
支
援
等
を
行
う
延
べ

69
団
体
へ
、総
額
1
0
9
0
万
余

の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議

会
が
行
う
緊
急
小
口
資
金
等
特
例

貸
付
の
申
込
者
の
う
ち
、当
面
の

生
活
に
困
窮
を
き
た
し
て
い
る
世

帯
に
対
し
、貸
付
金
交
付
ま
で
の

生
活
費
と
し
て
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
進
達
を
受
け
て
、2
5
7

世
帯
へ
3
9
4
万
円
を
給
付
し
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
取
り
組
み

※実績報告及び決算報告などは本会のホームページでも公開しています。　https://www.okishakyo.or.jp/kyoubo/

収入の部
542,651,968円

支出の部
542,651,968円

赤い羽根募金収入
33.7%

地域歳末募金収入
10.4%

NHK歳末募金収入
1.0%

特定・指定寄付金等収入
28.7%

災害義援金収入
0.5%

積立資産取崩収入
0.7%

事業等収入
0.2%

その他の収入
6.1%

前期末支払資金残高
18.7%

赤い羽根募金
配分金支出
37.1%

地域歳末配分金支出
14.0%

NHK歳末配分金支出
1.4%

特定・指定寄付金
等支出
35.0%

緊急配分金・
災害義援金支出

1.5%

区域外配分金支出
0.3%

事業費・事務費支出
9.9%

中央分担金支出
0.4%

　令
和
2
年
10
月
〜
令
和
3
年
3
月

に
実
施
し
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
に
は
、1
億
6
千
5
6
5
万
余
の

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
表
1
）

　市
町
村
別
で
は
、目
標
達
成
が
21

市
町
村
と
昨
年
度（
令
和
元
年
度
21

市
町
村
）と
同
様
で
、昨
年
度
実
績

を
上
回
っ
た
の
は
13
市
町
村（
令
和

元
年
度
21
市
町
村
）に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

設
置
さ
れ
た
12
ヶ
所
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
と

し
て
助
成
す
る
た
め
、災
害
等
準

備
金
の
一
部
を
取
崩
し
1
3
0
万

円
を
拠
出
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
共
同
募
金
会
　令
和
２
年
度
事
業
概
要

沖
縄
県
共
同
募
金
会
　令
和
２
年
度
事
業
概
要

積立資産・その他支出
0.4%

令和２年度 沖縄県共同募金会資金収支決算書（概要）

（表５）令和２年度災害義援金一覧（被災者見舞金）� （単位 : 円）

名称 送金先 県共募集約 市町村取扱※ 計

平成28年４月熊本地震義援金 熊本県共同募金会 100,000 0 100,000

令和２年７月豪雨災害義援金

中央共同募金会 2,374,695 0 2,374,695

岐阜県共同募金会 0 3,668 3,668

福岡県共同募金会 0 3,269 3,269

熊本県共同募金会 32,589 12,852 45,441

大分県共同募金会 42,297 4,337 46,634

鹿児島県共同募金会 25,725 4,190 29,915

合　計 2,575,306 28,316 2,603,622

( 単位 : 円 )
資金収支計算書

支　出 収　入
赤い羽根募金
配分金支出 160,814,317 赤い羽根募金

収入 183,101,268

地域歳末配分金
支出 60,810,912 地域歳末募金

収入 56,483,775

NHK 歳末配分金
支出 5,966,943 NHK 歳末募金

収入 5,591,438

特定・指定寄付金
等支出 151,972,897 特定・指定寄付金

等収入 155,683,915

緊急配分金・
災害義援金支出 6,321,622 災害義援金

収入 2,603,622

区域外配分金支出 1,300,000 事業等収入 1,064,147

中央分担金支出 1,843,491 その他の収入 33,200,393
事業費・事務費

支出 43,021,614 積立資産
取崩収入 3,688,000

積立資産支出・
その他支出 1,588,960

当期末支払資金
残高 109,011,212 前期末支払資金

残高 101,235,410

合　計 542,651,968 合　計 542,651,968

( 単位 : 円 )
事業活動収支計算書

費用（支出） 収益（収入）
赤い羽根募金
配分金費用 160,814,317 赤い羽根募金

収益 183,101,268

地域歳末配分金
費用 60,810,912 地域歳末募金

収益 56,483,775

NHK 歳末配分金
費用 5,966,943 NHK 歳末募金

収益 5,591,438

特定・指定寄付金
等費用 151,972,897 特定・指定寄付金

等収益 155,683,915

災害義援金費用 2,603,622 災害義援金収益 2,603,622

区域外配分金費用 1,300,000 災害等準備金取崩
収益 1,300,000

緊急配分金 3,718,000 事業等収益等 1,008,000
事業費・事務費等 48,209,215 その他の収益 33,032,397

減価償却費 285,374 緊急配分金積立金
取崩額 3,718,000

災害等準備金繰入 10,089,948 受取利息配当金
等収益 1,028,475

次期繰越活動
増減差額 62,987,087 前期繰越活動

増減差額 65,207,425

合　計 508,758,315 合　計 508,758,315

( 単位 : 円 )

貸借対照表

資産の部 負債の部

流動資産 378,251,954 流動負債 316,489,101

固定負債 11,360,088

固定資産 純資産の部

基本財産 3,000,000 基本金 300,000

その他の
固定資産 79,540,335 その他の

積立金 69,656,013

次期繰越活
動収支差額 62,987,087

合　計 460,792,289 合　計 460,792,289

（表１）令和２年度赤い羽根共同募金募金（一般）実績内訳 （単位 : 円）

募金内訳 令和２年度
目標額

令和２年度
実績額 達成率 令和元年度

実績額
対前年度
比較増減

市町村
一般募金 200,648,000 152,289,407 75.9% 161,880,003 ▲ 9,590,596

県共募
取扱 13,367,519 12,980,732 386,787

合　計 200,648,000 165,656,926 82.6% 174,860,735 ▲ 9,203,809

（表３）令和２年度テーマ型募金実績一覧� 募金期間 : 令和３年１月〜３月（単位 : 円）

募金種別 目標額 募金実績額 令和１年度
募金額 前年比差額

りゅうちゃん
子どもの希望募金 6,000,000 16,504,592 7,065,544 9,439,048

浦添市
テーマ型 500,000 939,750 237,386 702,364

合　計 6,500,000 17,444,342 7,302,930 10,141,412

（表４）令和２年度歳末たすけあい募金実績額� 募金期間 : 令和２年 12 月（単位 : 円）

募金種別 目標額 募金実績額 令和１年度
募金額 前年比差額

市町村歳末
たすけあい募金 65,718,000 56,483,775 54,249,310 2,234,465

NHK歳末
たすけあい募金 6,000,000 5,591,438 4,974,617 616,821

合　計 71,718,000 62,075,213 59,223,927 2,851,286

（表２）令和２年度一般募金配分内訳表（令和３年度事業） （単位 : 円）

区分 計画額
（目標）

配分内定額※
（令和３年度事業） 配分割合

≪A配分≫（県域） 70,000,000 75,185,294
広域事業配分 20,032,000 24,866,000 14.1%
募金運動経費 13,617,000 14,964,000 8.5%
市町村事務費 12,000,000 12,000,000 6.8%

次年度運動積立金 16,000,000 16,000,000 9.1%
災害等準備金 8,351,000 7,355,294 4.2%

≪B配分≫（市町村）
市町村事業配分 130,648,000 101,049,553 57.3%
計 200,648,000 176,234,847 100.0%

※内定額には前年度配分返還金、災害準備金取崩し、預金利息を含んでいます。
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　地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、市
町
村
に
お
け
る
包
括
的

な
支
援
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
中
、社
協
の
事
業
・
活
動

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　社
協
に
お
い
て
は
、目
指
す
ビ

ジ
ョ
ン
と
具
体
的
な
事
業
の
方

策
を
改
め
て
明
確
に
し
、地
域
福

祉
の
中
核
を
担
う
役
割
を
発
揮

し
て
い
く
た
め
に
、事
業
実
施
体

制
や
財
源
確
保
を
含
め
た
組
織

基
盤
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

県
社
協
に
お
い
て
は
、県
内
市
町

村
社
協
事
務
局
長
を
は
じ
め
、税

理
士
や
学
識
経
験
者
を
構
成
員

に
、令
和
元
年
度
か
ら
２
年
間
、

「
市
町
村
社
協
経
営
等
検
討
会
」

を
開
催
し
、社
協
の
事
業
・
組
織

基
盤
強
化
に
向
け
て
、協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　検
討
会
で
は
、社
協
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、経
営
に

関
す
る
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
る
中
、〝
社
協
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
何
な
の
か
？
〞〝
社

協
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
は
ど

こ
な
の
か
？
〞経
営
課
題
に
取
り

組
む
手
法
で
は
な
く
、 〝
あ
り
方

（
姿
勢
や
考
え
方
）〞に
着
目
し
協

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　本
報
告
書
で
は
、あ
ら
ゆ
る
地

域
関
係
者
を「
社
協
の
応
援
団
」

に
し
て
い
く
認
識
の
も
と
、社
協

が
改
め
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
項
を「
社
協
事
業
・

組
織
基
盤
強
化
の
サ
イ
ク
ル
」と

し
て
示
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　検
討
会
の
中
で
何
度
も
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
の
が
、「
法
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
明
確
化
」で
す
。

　組
織
基
盤
強
化
を
図
る
う
え

で
は
、法
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確

に
し
て
、全
職
員
で
共
有
し
取
り

組
む
姿
勢
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　併
せ
て
、職
員
一
人
ひ
と
り
が

広
告
塔
と
な
り
社
協
の
活
動
の

「
見
え
る
化
」を
図
り
つ
つ
、地
域

に
お
け
る
福
祉
教
育
の
取
り
組

み
を
通
し
て「
共
感
」の
輪
を
広

げ
、地
域
関
係
者
と
の「
協
働
」に

よ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

り
、地
域
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取

る
こ
と
で
、行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ

シ
ッ
プ
強
化
も
図
る
こ
と
が
で

き
、社
協
の「
体
制
強
化
」に
繋
が

っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
示

し
ま
し
た
。

　令
和
3
年
5
月
11
日
、県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、県
社
協
と

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
７
―
Ｄ
地
区
沖
縄
リ
ジ
ョ

ン（
以
下「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
」と
い
う
。）は「
自
然
災
害
発

生
時
に
お
け
る
沖
縄
県
内
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
関
す

る
協
定
締
結
式
」に
て
、県
内
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　協
定
に
は
、県
内
で
災
害
が
発

生
し
た
際
、県
社
協
の
要
請
を
受

け
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、会

員
の
専
門
性
を
活
か
し
た
物
的
・

人
的
支
援
を
す
る
こ
と
や
、平
時

か
ら
両
者
が
主
催
す
る
研
修
会

等
へ
参
加
す
る
な
ど
、連
携
し
た

取
り
組
み
の
推
進
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　県
社
協
と
し
て
も
、引
き
続

き
、官
民
の
被
災
者
支
援
主
体
間

の
連
携
に
よ
る
災
害
対
応
の
充

実・強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

社
協
の
事
業・組
織

 
基
盤
強
化
に
向
け
て

  
報
告
書
を
作
成

社
協
事
業
・
組
織
基
盤

　
　
　強化
の
サ
イ
ク
ル

◆
各
社
協
で
の
職
員
間
の
意
識
共
有
や

新
た
な
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と
し

て
、本
書
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

報
告
書
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
先

県
社
協
地
域
福
祉
部
ま
で

自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に

関
す
る
協
定
を
締
結

☆介護職員や保育士を目指す皆さんを応援します！
■お問い合わせは、沖縄県福祉人材研修センター　貸付事業担当まで　電話０９８－８８２－５７０３

介護職へ復帰する為の費用として4０万円以内で貸付　
２年間、県内の指定された施設等において介護職として従事すると、貸付金が全額返還免除となります。
■次の要件を満たす方（※就職から3か月以内の方）
① 介護保険サービス事業所で介護職員としての実務経験が１年以上ある方
② 下記のいずれかの資格等を有する方
　 ア． 介護福祉士　イ． 介護福祉士実務者研修終了
　 ウ． 介護職員初任者研修修了　エ． 旧研修課程修了 （介護職員基礎研修、ホームヘルパー1級又は2級）
③ 介護保険サービス事業所で介護職員として就職する方
④ 直近の介護職員としての離職から3か月以上経過している方
⑤ 沖縄県福祉人材研修センターに離職介護福祉士等届け出登録を行った方　

～介護の職場へ復帰することをお考えの方へ～再就職準備金貸付制度

介護福祉士実務者研修受講の費用として２０万円以内で貸付　
介護福祉士実務者研修修了後、1年以内に介護福祉士登録を行い、２年間、県内の指定された施設等に
おいて介護福祉士として介護職の業務に従事すると、貸付金が全額返還免除となります。　
※県内で開催される介護福祉士実務者養成施設が、申請窓口となります。

～介護福祉士実務者研修を受講している方～介護福祉士実務者研修受講資金貸付制度

保育士資格を持つ保育士への就職支援のため就職に必要な費用として、40万円以内（令和3年度）で貸付
２年間、県内の指定された施設等において保育士として従事すると、貸付金が全額返還免除となります。
■次の要件を満たす方（※就職から3か月以内の方）
① 保育士資格取得後、保育士登録をしている方（保育士修学資金貸付にて就職準備金の貸付を受けた方
　 は除く）
② 指定の保育所等を離職した方、または保育士としての勤務経験のない方

～沖縄県在住の保育士の方へ～就職準備金貸付制度

未就学児を持つ保育士に対して保育料の一部を貸付（未就学児の保育料の半額、月額２7,000円を上限に
貸付、貸付期間は1年間）
２年間、県内の指定された施設等において保育士として従事すると、貸付金が全額返還免除となります。
■次の要件を満たす方（※就職から3か月以内の方）
① 未就学児を持つ保育士であって、県内の指定の施設に新たに勤務する方。
② 未就学児を持つ保育士であって、県内の指定の施設に、産後休暇又は育児休業から復職する方。

～未就学児を持つ保育士の方へ～未就学児を持つ保育士に対する保育料の一部貸付制度

沖縄県福祉人材研修センターで
実施する貸付制度のご案内
沖縄県福祉人材研修センターで
実施する貸付制度のご案内

▲検討会でまとめた〞社協事業・組織基盤強化のサイクル”（図１）

〔写真左〕ライオンズクラブ  リジョン・チェアパーソン 新垣暉文様
〔写真右〕本会会長  湧川昌秀
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■お問い合わせは、沖縄県福祉人材研修センター　貸付事業担当まで　電話０９８－８８２－５７０３

介護職へ復帰する為の費用として4０万円以内で貸付　
２年間、県内の指定された施設等において介護職として従事すると、貸付金が全額返還免除となります。
■次の要件を満たす方（※就職から3か月以内の方）
① 介護保険サービス事業所で介護職員としての実務経験が１年以上ある方
② 下記のいずれかの資格等を有する方
　 ア． 介護福祉士　イ． 介護福祉士実務者研修終了
　 ウ． 介護職員初任者研修修了　エ． 旧研修課程修了 （介護職員基礎研修、ホームヘルパー1級又は2級）
③ 介護保険サービス事業所で介護職員として就職する方
④ 直近の介護職員としての離職から3か月以上経過している方
⑤ 沖縄県福祉人材研修センターに離職介護福祉士等届け出登録を行った方　

～介護の職場へ復帰することをお考えの方へ～再就職準備金貸付制度

介護福祉士実務者研修受講の費用として２０万円以内で貸付　
介護福祉士実務者研修修了後、1年以内に介護福祉士登録を行い、２年間、県内の指定された施設等に
おいて介護福祉士として介護職の業務に従事すると、貸付金が全額返還免除となります。　
※県内で開催される介護福祉士実務者養成施設が、申請窓口となります。

～介護福祉士実務者研修を受講している方～介護福祉士実務者研修受講資金貸付制度

保育士資格を持つ保育士への就職支援のため就職に必要な費用として、40万円以内（令和3年度）で貸付
２年間、県内の指定された施設等において保育士として従事すると、貸付金が全額返還免除となります。
■次の要件を満たす方（※就職から3か月以内の方）
① 保育士資格取得後、保育士登録をしている方（保育士修学資金貸付にて就職準備金の貸付を受けた方
　 は除く）
② 指定の保育所等を離職した方、または保育士としての勤務経験のない方

～沖縄県在住の保育士の方へ～就職準備金貸付制度

未就学児を持つ保育士に対して保育料の一部を貸付（未就学児の保育料の半額、月額２7,000円を上限に
貸付、貸付期間は1年間）
２年間、県内の指定された施設等において保育士として従事すると、貸付金が全額返還免除となります。
■次の要件を満たす方（※就職から3か月以内の方）
① 未就学児を持つ保育士であって、県内の指定の施設に新たに勤務する方。
② 未就学児を持つ保育士であって、県内の指定の施設に、産後休暇又は育児休業から復職する方。

～未就学児を持つ保育士の方へ～未就学児を持つ保育士に対する保育料の一部貸付制度

沖縄県福祉人材研修センターで
実施する貸付制度のご案内
沖縄県福祉人材研修センターで
実施する貸付制度のご案内

▲検討会でまとめた〞社協事業・組織基盤強化のサイクル”（図１）

〔写真左〕ライオンズクラブ  リジョン・チェアパーソン 新垣暉文様
〔写真右〕本会会長  湧川昌秀
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
、休
業
等
に
よ
り
収
入

の
減
少
が
あ
り
、緊
急
か
つ
一
時

的
な
生
計
維
持
の
た
め
貸
付
を

必
要
と
す
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　貸
付
限
度
額
は
20
万
円
以
内

で
、償
還
期
間
2
年
以
内
と
な

り
ま
す
。

　沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会（
以
下
、「
委
員

会
」と
い
う
）は
、社
会
福
祉
法

に
基
づ
き
、平
成
12
年
か
ら
沖
縄

県
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
設
置

さ
れ
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
相
談
を
受
付
け
対
応
し

て
い
ま
す
。

　委
員
会
に
お
け
る
令
和
2
年
度

の
苦
情
及
び
相
談
の
受
付
状
況
は

1
2
9
件
で
、そ
の
内
訳
は
、高
齢

分
野
19
件
、児
童
分
野
19
件
、障
害

分
野
41
件
、社
協
な
ど
の
そ
の
他
の

分
野
が
50
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。苦

情
内
容
で
は
、職
員
の
接
遇
、サ
ー

ビ
ス
の
質
や
量
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
内
容
へ
の
苦
情
が
全
体
の
約
8

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、委
員
会
で
取
り
扱
っ
た
苦

情
解
決
結
果
の
内
訳
は
、事
業
所
へ

の
苦
情
内
容
の
情
報
提
供
や
改
善

申
し
入
れ
等
に
よ
り
解
決
し
た
も

の
が
67
件
と
最
も
多
く
、次
い
で
専

門
機
関
へ
の
紹
介・伝
達
に
よ
る
解

決
が
24
件
あ
り
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
中
、委
員
会
で
は
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
苦
情
解

県
保
育
協
議
会

　
会

　長

　安
座
間
葉
子 （
天
願
こ
ど
も
園
）

　
副
会
長

　仲
地

　
　賢 （
ド
リ
ー
ム
保
育
園
）

　
副
会
長

　髙
安
佐
和
子 （
豊
見
城
市
立
座
安
保
育
所
）

　
副
会
長

　香
月

　直
子 （
宜
野
湾
市
子
育
て
支
援
課
）

県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

　
会

　長

　髙
宮
城

　克 （
高
洋
会
）

　
副
会
長

　金
城

　敏
彦 （
県
社
会
福
祉
事
業
団
）

　
副
会
長

　大
城

　初
美 （
愛
の
園
福
祉
会
）

　
副
会
長

　金
城

　幸
範 （
た
ま
ん
福
祉
会
）

県
地
域
包
括・在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

　
会

　長

　照
喜
名
重
寿 （
沖
縄
市
包
括 

西
部
南
）

　
副
会
長

　仲
宗
根
ル
ミ
子 （
宜
野
湾
市
包
括 

ふ
れ
あ
い
）

　
副
会
長

　大
城

　雅
弘 （
豊
見
城
市
包
括 

友
愛
）

県
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議
会

　
会

　長

　新
垣
武
四
郎 （
仁
愛
療
護
園
）

　
副
会
長

　當
山

　
　潤 （
沖
縄
南
部
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
副
会
長

　安
里
富
士
子 （
沖
縄
中
央
療
護
園
）

県
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議
会

　
会

　長

　伊
佐

　智
樹 （
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
）

　
副
会
長

　知
念

　隆
生 （
高
志
保
園
）

　
副
会
長

　眞
壁

　
　弘 （
石
水
の
里
）

県
児
童
養
護
協
議
会

　
会

　長

　上
原

　
　裕 （
石
嶺
児
童
園
）

　
副
会
長

　上
江
洲

　肇 （
愛
隣
園
）

　
副
会
長

　松
川

　園
子 （
県
里
親
会
）

県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

　
会

　長

　金
城

　
　武 （
と
き
わ
苑
）

　
副
会
長

　中
真

　
　靖 （
つ
じ
ま
ち
）

　
副
会
長

　知
花

　
　進 （
具
志
川
厚
生
園
）

　
副
会
長

　嘉
手
苅
優
子 （
し
ら
ゆ
り
の
園
）

　
副
会
長

　石
島

　
　薫 （
東
雲
の
丘
）

　
副
会
長

　宜
野
座

　哲 （
森
城
）

　県
社
協
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

休
業
や
失
業
等
で
、収
入
の
減
少

が
あ
っ
た
世
帯
を
対
象
に『
緊
急

小
口
資
金
』及
び『
総
合
支
援
資

金
』の
特
例
貸
付
を
令
和
２
年
3

月
25
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　申
込
み
受
付
窓
口
は
、各
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
、郵
送
に

よ
る
申
込
み
も
受
付
け
て
い
ま

す
。　令

和
３
年
５
月
末
現
在
に
お
い

て
、緊
急
小
口
資
金
と
総
合
支
援

資
金（
初
回・延
長・再
貸
付
含
む
）

を
合
わ
せ
て
1
0
万
４
千
８
１
９

件
、４
０
６
億
5
千
4
4
1
万
5

千
円
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
け
る
日
常
生
活
へ

の
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、緊
急
小
口
資
金
及

び
総
合
支
援
資
金（
初
回
貸
付
・

再
貸
付
）の
申
込
み
受
付
期
間
が

令
和
３
年
８
月
末
ま
で
延
長
さ

れ
ま
し
た
。（
令
和
３
年
５
月
末

現
在
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
、収
入
の
減
少
や
失
業

等
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
、日
常

生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　貸
付
限
度
額
は
、二
人
以
上
世

帯
で
月
額
20
万
円
以
内
、単
身
世

帯
で
月
額
15
万
円
以
内
、貸
付
期

間
は
、原
則
3
カ
月
以
内
で
す
。

償
還
期
間
10
年
以
内
と
な
り
ま

す
。　ま

た
、貸
付
期
間
の
最
終
月
に

お
い
て
、引
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
収
入
の

決
責
任
者
、受
付
担
当
者
、第
三

者
委
員
等
を
対
象
に
、セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　セ
ミ
ナ
ー
で
は
、苦
情
対
応
に

求
め
ら
れ
る
知
識
と
技
術
の
理

解
を
深
め
、苦
情
に
至
る
リ
ス
ク

の
軽
減
と
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。詳
細
決
ま
り
次
第
、各
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、委
員
会
で
は
苦
情
解
決

ポ
ス
タ
ー
を
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。（
た
だ
し
、郵
送
の
場
合
は

送
料
要
負
担
）。

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
段
階

で
の
苦
情
解
決
を
進
め
る
た
め
、

利
用
者
へ
の
苦
情
窓
口
の
周
知

に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

T
E
L
　

0
9
8
-8
8
2
-5
7
0
4

F
A
X

0
9
8
-8
8
2
-5
7
1
4

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

減
少
や
失
業
等
に
よ
り
生
活
に

困
窮
し
、日
常
生
活
の
維
持
が
困

難
な
場
合
、生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
自
立
相
談
支
援

と
併
せ
て
、3
カ
月
の
借
入
れ
の

延
長
申
請
が
で
き
ま
す
。こ
の
場

合
、令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
初

回
貸
付
を
申
請
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　令
和
３
年
４
月
以
降
に
初
回

貸
付
を
申
請
し
て
い
る
場
合
は
、

緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
条
件
に
再
貸
付

申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　緊
急
小
口
資
金
及
び
総
合
支

援
資
金
の
特
例
貸
付
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
３
月
末
日
以
前
に
償

還（
返
済
）が
開
始
と
な
る
貸
付

の
据
置
期
間（
返
済
開
始
ま
で
の

猶
予
期
間
）が
、令
和
４
年
３
月

末
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　た
だ
し
、申
込
者
の
希
望
に
よ

り
、既
に
償
還
を
行
っ
て
い
る
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　な
お
、今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
な
ど
を

　償
還
免
除
に
つ
い
て
は
、「
償

還
時
に
お
い
て
、な
お
所
得
の
減

少
が
続
く
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
」と
し
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、借
受
人
と
世
帯

主
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
れ
ば
、

償
還
免
除
の
対
象
と
し
、そ
の
ほ

か
の
世
帯
員
の
課
税
状
況
は
問

い
ま
せ
ん
。

　ま
た
、免
除
判
定
の
対
象
を
①

緊
急
小
口
資
金
、総
合
支
援
資
金

の
②
初
回
貸
付
分
③
延
長
貸
付

分
④
再
貸
付
分
の
４
つ
の
資
金

種
類
ご
と
に
行
い
ま
す
。

　な
お
、免
除
申
請
時
期
や
詳
細

な
手
続
き
方
法
な
ど
は
、現
在
、

厚
生
労
働
省
に
て
検
討
中
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
償
還
免
除
に
関
す
る
問
合
先
】

　個
人
向
け
緊
急
小
口
資
金
・
総

合
支
援
資
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話

０
１
２
０
-４
６
-１
９
９
９

踏
ま
え
、据
置
期
間
が
さ
ら
に
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
　８
月
末
ま
で
受
付
延
長

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
　８
月
末
ま
で
受
付
延
長

特
例
貸
付
の

　
　償還
免
税
に
つ
い
て

特
例
貸
付
の

　
　償還
免
税
に
つ
い
て

措
置
期
間
が

　
　延長
さ
れ
ま
し
た

緊
急
小
口
資
金

（
一
時
的
な
生
活
費

　
　
　が必
要
な
方
）

総
合
支
援
資
金

（
生
活
の
立
て
直
し

　
　
　が必
要
な
方
）

緊急小口資金

総合支援資金

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

43,980件43,980件

60,839件60,839件

70,000

貸付決定額：83億7924万2千円

貸付決定額：83億7924万2千円

貸付決定額：83億7924万2千円貸付決定額：83億7924万2千円

貸付決定額：322億7517万3千円

貸付決定額：322億7517万3千円

貸付決定額：322億7517万3千円貸付決定額：322億7517万3千円

特例資金貸付件数（令和2年3月25日～令和3年5月末現在）

令
和
２
年
度 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会 

活
動
状
況

令
和
２
年
度 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会 

活
動
状
況

令
和
３
年
度 

沖
縄
県
社
協・各
種
別
協
議
会
役
員
の
ご
紹
介

令
和
３
年
度 

沖
縄
県
社
協・各
種
別
協
議
会
役
員
の
ご
紹
介
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
、休
業
等
に
よ
り
収
入

の
減
少
が
あ
り
、緊
急
か
つ
一
時

的
な
生
計
維
持
の
た
め
貸
付
を

必
要
と
す
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　貸
付
限
度
額
は
20
万
円
以
内

で
、償
還
期
間
2
年
以
内
と
な

り
ま
す
。

　沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会（
以
下
、「
委
員

会
」と
い
う
）は
、社
会
福
祉
法

に
基
づ
き
、平
成
12
年
か
ら
沖
縄

県
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
設
置

さ
れ
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
相
談
を
受
付
け
対
応
し

て
い
ま
す
。

　委
員
会
に
お
け
る
令
和
2
年
度

の
苦
情
及
び
相
談
の
受
付
状
況
は

1
2
9
件
で
、そ
の
内
訳
は
、高
齢

分
野
19
件
、児
童
分
野
19
件
、障
害

分
野
41
件
、社
協
な
ど
の
そ
の
他
の

分
野
が
50
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。苦

情
内
容
で
は
、職
員
の
接
遇
、サ
ー

ビ
ス
の
質
や
量
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
内
容
へ
の
苦
情
が
全
体
の
約
8

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、委
員
会
で
取
り
扱
っ
た
苦

情
解
決
結
果
の
内
訳
は
、事
業
所
へ

の
苦
情
内
容
の
情
報
提
供
や
改
善

申
し
入
れ
等
に
よ
り
解
決
し
た
も

の
が
67
件
と
最
も
多
く
、次
い
で
専

門
機
関
へ
の
紹
介・伝
達
に
よ
る
解

決
が
24
件
あ
り
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
中
、委
員
会
で
は
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
苦
情
解

県
保
育
協
議
会

　
会

　長

　安
座
間
葉
子 （
天
願
こ
ど
も
園
）

　
副
会
長

　仲
地

　
　賢 （
ド
リ
ー
ム
保
育
園
）

　
副
会
長

　髙
安
佐
和
子 （
豊
見
城
市
立
座
安
保
育
所
）

　
副
会
長

　香
月

　直
子 （
宜
野
湾
市
子
育
て
支
援
課
）

県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

　
会

　長

　髙
宮
城

　克 （
高
洋
会
）

　
副
会
長

　金
城

　敏
彦 （
県
社
会
福
祉
事
業
団
）

　
副
会
長

　大
城

　初
美 （
愛
の
園
福
祉
会
）

　
副
会
長

　金
城

　幸
範 （
た
ま
ん
福
祉
会
）

県
地
域
包
括・在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

　
会

　長

　照
喜
名
重
寿 （
沖
縄
市
包
括 

西
部
南
）

　
副
会
長

　仲
宗
根
ル
ミ
子 （
宜
野
湾
市
包
括 

ふ
れ
あ
い
）

　
副
会
長

　大
城

　雅
弘 （
豊
見
城
市
包
括 

友
愛
）

県
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議
会

　
会

　長

　新
垣
武
四
郎 （
仁
愛
療
護
園
）

　
副
会
長

　當
山

　
　潤 （
沖
縄
南
部
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
副
会
長

　安
里
富
士
子 （
沖
縄
中
央
療
護
園
）

県
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議
会

　
会

　長

　伊
佐

　智
樹 （
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
）

　
副
会
長

　知
念

　隆
生 （
高
志
保
園
）

　
副
会
長

　眞
壁

　
　弘 （
石
水
の
里
）

県
児
童
養
護
協
議
会

　
会

　長

　上
原

　
　裕 （
石
嶺
児
童
園
）

　
副
会
長

　上
江
洲

　肇 （
愛
隣
園
）

　
副
会
長

　松
川

　園
子 （
県
里
親
会
）

県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

　
会

　長

　金
城

　
　武 （
と
き
わ
苑
）

　
副
会
長

　中
真

　
　靖 （
つ
じ
ま
ち
）

　
副
会
長

　知
花

　
　進 （
具
志
川
厚
生
園
）

　
副
会
長

　嘉
手
苅
優
子 （
し
ら
ゆ
り
の
園
）

　
副
会
長

　石
島

　
　薫 （
東
雲
の
丘
）

　
副
会
長

　宜
野
座

　哲 （
森
城
）

　県
社
協
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

休
業
や
失
業
等
で
、収
入
の
減
少

が
あ
っ
た
世
帯
を
対
象
に『
緊
急

小
口
資
金
』及
び『
総
合
支
援
資

金
』の
特
例
貸
付
を
令
和
２
年
3

月
25
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　申
込
み
受
付
窓
口
は
、各
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
、郵
送
に

よ
る
申
込
み
も
受
付
け
て
い
ま

す
。　令

和
３
年
５
月
末
現
在
に
お
い

て
、緊
急
小
口
資
金
と
総
合
支
援

資
金（
初
回・延
長・再
貸
付
含
む
）

を
合
わ
せ
て
1
0
万
４
千
８
１
９

件
、４
０
６
億
5
千
4
4
1
万
5

千
円
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
け
る
日
常
生
活
へ

の
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、緊
急
小
口
資
金
及

び
総
合
支
援
資
金（
初
回
貸
付
・

再
貸
付
）の
申
込
み
受
付
期
間
が

令
和
３
年
８
月
末
ま
で
延
長
さ

れ
ま
し
た
。（
令
和
３
年
５
月
末

現
在
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
、収
入
の
減
少
や
失
業

等
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
、日
常

生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　貸
付
限
度
額
は
、二
人
以
上
世

帯
で
月
額
20
万
円
以
内
、単
身
世

帯
で
月
額
15
万
円
以
内
、貸
付
期

間
は
、原
則
3
カ
月
以
内
で
す
。

償
還
期
間
10
年
以
内
と
な
り
ま

す
。　ま

た
、貸
付
期
間
の
最
終
月
に

お
い
て
、引
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
収
入
の

決
責
任
者
、受
付
担
当
者
、第
三

者
委
員
等
を
対
象
に
、セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　セ
ミ
ナ
ー
で
は
、苦
情
対
応
に

求
め
ら
れ
る
知
識
と
技
術
の
理

解
を
深
め
、苦
情
に
至
る
リ
ス
ク

の
軽
減
と
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。詳
細
決
ま
り
次
第
、各
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、委
員
会
で
は
苦
情
解
決

ポ
ス
タ
ー
を
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。（
た
だ
し
、郵
送
の
場
合
は

送
料
要
負
担
）。

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
段
階

で
の
苦
情
解
決
を
進
め
る
た
め
、

利
用
者
へ
の
苦
情
窓
口
の
周
知

に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

T
E
L
　

0
9
8
-8
8
2
-5
7
0
4

F
A
X

0
9
8
-8
8
2
-5
7
1
4

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

苦
情
・
相
談
1
2
9
件 

「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」が
約
８
割

減
少
や
失
業
等
に
よ
り
生
活
に

困
窮
し
、日
常
生
活
の
維
持
が
困

難
な
場
合
、生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
自
立
相
談
支
援

と
併
せ
て
、3
カ
月
の
借
入
れ
の

延
長
申
請
が
で
き
ま
す
。こ
の
場

合
、令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
初

回
貸
付
を
申
請
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　令
和
３
年
４
月
以
降
に
初
回

貸
付
を
申
請
し
て
い
る
場
合
は
、

緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
条
件
に
再
貸
付

申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　緊
急
小
口
資
金
及
び
総
合
支

援
資
金
の
特
例
貸
付
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
３
月
末
日
以
前
に
償

還（
返
済
）が
開
始
と
な
る
貸
付

の
据
置
期
間（
返
済
開
始
ま
で
の

猶
予
期
間
）が
、令
和
４
年
３
月

末
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　た
だ
し
、申
込
者
の
希
望
に
よ

り
、既
に
償
還
を
行
っ
て
い
る
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　な
お
、今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
な
ど
を

　償
還
免
除
に
つ
い
て
は
、「
償

還
時
に
お
い
て
、な
お
所
得
の
減

少
が
続
く
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
」と
し
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、借
受
人
と
世
帯

主
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
れ
ば
、

償
還
免
除
の
対
象
と
し
、そ
の
ほ

か
の
世
帯
員
の
課
税
状
況
は
問

い
ま
せ
ん
。

　ま
た
、免
除
判
定
の
対
象
を
①

緊
急
小
口
資
金
、総
合
支
援
資
金

の
②
初
回
貸
付
分
③
延
長
貸
付

分
④
再
貸
付
分
の
４
つ
の
資
金

種
類
ご
と
に
行
い
ま
す
。

　な
お
、免
除
申
請
時
期
や
詳
細

な
手
続
き
方
法
な
ど
は
、現
在
、

厚
生
労
働
省
に
て
検
討
中
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
償
還
免
除
に
関
す
る
問
合
先
】

　個
人
向
け
緊
急
小
口
資
金
・
総

合
支
援
資
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話

０
１
２
０
-４
６
-１
９
９
９

踏
ま
え
、据
置
期
間
が
さ
ら
に
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
　８
月
末
ま
で
受
付
延
長

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
　８
月
末
ま
で
受
付
延
長

特
例
貸
付
の

　
　償還
免
税
に
つ
い
て

特
例
貸
付
の

　
　償還
免
税
に
つ
い
て

措
置
期
間
が

　
　延長
さ
れ
ま
し
た

緊
急
小
口
資
金

（
一
時
的
な
生
活
費

　
　
　が必
要
な
方
）

総
合
支
援
資
金

（
生
活
の
立
て
直
し

　
　
　が必
要
な
方
）

緊急小口資金

総合支援資金

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

43,980件43,980件

60,839件60,839件

70,000

貸付決定額：83億7924万2千円

貸付決定額：83億7924万2千円

貸付決定額：83億7924万2千円貸付決定額：83億7924万2千円

貸付決定額：322億7517万3千円貸付決定額：322億7517万3千円貸付決定額：322億7517万3千円貸付決定額：322億7517万3千円

特例資金貸付件数（令和2年3月25日～令和3年5月末現在）

令
和
２
年
度 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会 

活
動
状
況

令
和
２
年
度 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会 

活
動
状
況

令
和
３
年
度 

沖
縄
県
社
協・各
種
別
協
議
会
役
員
の
ご
紹
介

令
和
３
年
度 

沖
縄
県
社
協・各
種
別
協
議
会
役
員
の
ご
紹
介
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INFOMATION

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名

　
　
　
　
　（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

本の紹介

　
宮
里
え
り
子
さ
ん（
69
）は
、書

道
を
始
め
て
35
年
。周
囲
の
人
達

の
綺
麗
な
字
に
魅
せ
ら
れ
て
、子

ど
も
の
入
学
を
機
に
一
緒
に
地

域
の
教
室
へ
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
作
り
の
き
っ
か

け
は
、先
生
と
の
や
り
取
り
の
中

で
心
境
に
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は

ま
る
言
葉
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
。

「
去
年
は
と
て
も
不
幸
な
こ
と
が

あ
り
苦
し
い
状
況
だ
っ
た
。筆
を

と
り
、書
く
時
だ
け
は
集
中
し
て

忘
れ
ら
れ
た
。救
い
だ
っ
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　
書
か
ら
色
々
と 

つ
な
が
る
　

こ
と
が
あ
る
と
い
う
宮
里
さ
ん
。

書
道
に
必
要
な
体
力
づ
く
り
の

た
め
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
る
と

言
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
コ
ー
ラ

ス
、語
学
と
精
力
的
に
活
動
し
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
表
紙
は
、『
出
会
い
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
』を
表
現
し
、
宮
里

さ
ん
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
素
敵

な
作
品
で
す
。

【写真中央】
日本電気株式会社 沖縄支店 販売店会「でいごの会」  
会長 天久 進 様
【写真左から2人目】
日本電気株式会社 沖縄支店　支店長 古矢 隆夫 様
【写真左から1人目】
日本電気株式会社 沖縄支店　仲里 智志 様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】本会 常務理事 嘉陽 孝治

▲でいごの会（日本電気株式会社沖縄支店販売店会）様（5.14）
【写真左から2人目】大城　元臣　様
【写真左から1人目】大城　弘子　様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】本会 常務理事 嘉陽 孝治

▲大城元臣様・弘子様（4.28）
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● 株式会社日本パブリックリレーションズ研究所  様
（絵本作家：加藤志異  様）
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沖縄県社会福祉協議会　令和２年度　
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沖縄県福祉人材研修センターで実施する貸付制度のご案内
～介護職員や保育士を目指す皆さんを応援します～
苦情・相談129 件「サービス内容」が約 8割～
福祉サービス運営適正化委員会活動状況  他
新型コロナウイルス感染拡大に伴う生活福祉資金
特例貸付（8月末まで受付延長）
インフォメーション、寄付者芳名、表紙の作者の
ご紹介  他
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万引き依存症 著　者 ： 斉藤　章佳

　日本人が現代社会で抱えているさまざまな問題。ストレスや性別役割分業、超
高齢化社会、親子関係の問題から起きる摂食障害など。「万引き依存症」は現代
人だからこそ陥る病気であり、だからこそ、誰ひとりして「自分は絶対にならな
い」とは言えません。自分が、親が、妻や夫が、子どもがいつなるかもしれない「万
引き依存症」は、そんな現代病です。早期発見、早期治療は自分や家族のためで
あり、引いては社会のためにもなります。毎日のように盗む人たちの実態、被害
のリアル、そこから家族とともに回復するための道すじがつづられた一冊です。
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